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研究分野：日本中世史 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キーワード：交流史・史料研究・中世史・日明関係史 
 
１．研究計画の概要 
本研究は、日明関係に関わる史料の収集と

分析を通じて日明関係史研究を深めていく
こと、そしてそれを基礎に日明関係における
大内氏の位置を明確にし、中世後期国際関係
の実態とそれが国内政治史に与えた影響を
解明していくことを目指すものである。具体
的には、（１）各種入明記についての翻刻・
注釈の作成を行なう。この際、入明記の記主
の文集をはじめとする関連史料の検索成果
を活用し、入明記および関連史料相互の関連
付けを行なって、遣明船の故実・先例がいか
なる形で伝授されているかを明確にし、入明
記が伝える各回の遣明船の実態を詳細に検
討する。（２）入明記の記主、特に最も多く
の入明記を蓄積し自らも書き残した策彦周
良の動向を大内氏との関係を軸に整理する。
この成果をもとに大内氏の外交を支えた人
脈とシステムを復元し、第一の成果と併せて
大内氏の対明外交への参入とその掌握が国
内におけるいかなる政治的折衝の結果であ
ったのか、とりわけ故実・先例がものをいう
外交関係において大内氏はいかにしてそれ
を獲得したのかという点を明確にし、中世後
期政治史に日明関係の展開を有機的に位置
づけることをめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）現存最古の入明記である「笑雲瑞訢入
明記」について、これを翻刻・研究し、その
成果を『笑雲入明記―日本僧の見た明代中
国』と題して刊行した（村井章介氏と共編）。
「笑雲瑞訢入明記」は 15 世紀半ばの宝徳度
遣明船の際の日記である。宝徳度船は大内氏
が初めて参加した遣明船であり、日明関係の
画期をなした遣明船でもある。全 359頁、読

み下し・注釈編 170 頁、諸本との対校成果を
反映させた原文編 64頁、参考資料編 70頁に、
須田による解題、村井氏による解説を付した。
注釈編の注の数は 734 に及び、各種文献資料
の調査結果はもちろん、現地踏査の成果をも
織り込み、写真・図版も多く収録することが
できた。この種の本の常として完璧はありえ
ず、訂正個所もすでに多く見つかっているが、
注釈本の刊行は、入明記としては初めてのこ
とであり、今後の研究の叩き台となる、意義
ある成果と自負している。 
（２）入明記研究のための根本史料である
「策彦入明記録及送行書画類」（45 種の史料
を含む。京都国立博物館寄託・妙智院所蔵）
について、①ご所蔵者と関係諸機関のご理解
ご協力のもとに写真撮影を行ない、「妙智院
史料」と題して所属機関の図書室に入架し、
入明記研究が広く行なわれるための基盤を
整えた。この際、従来から所属機関に所蔵さ
れる謄写本・影写本・模写・写真等との関係
が明確になるような形でデータを整理し、検
索の便を図った（所属機関のデータベースで
検索可能、または『東京大学史料編纂所紀要』
44 号、66－68頁参照）。②この史料群の性格
解明のために、翻刻・写本の検索・関連史料
の収集を行ない、検討作業を進めている。 
（３）大内氏研究の一環として、従来進めて
きた研究に、本科研による成果を加え、『中
世日朝関係と大内氏』と題した単著を刊行し
た。これにより大内氏の日朝関係を整理・通
観できるようになり、大内氏のもう一つの外
交関係であり本科研の主題たる日明関係を
見通していく基礎的な条件を整えることが
できた。 
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３．現在までの達成度 
区分：②（おおむね順調に進展している）。 
進捗状況の（１）で述べたように、本科研

では、昨年度までに、入明記研究の成果とし
て『笑雲入明記』の刊行まで実現させること
ができ、種々の研究成果をここに盛り込むこ
とができた。これは研究目的の（１）に対応
する成果である。また進捗状況の（３）で述
べたように、大内氏研究についても本科研の
研究成果を加えることにより、単著の刊行と
いう成果を挙げることができた。これは研究
目的の（２）にかかわる成果であり、この意
味で、本科研は順調な進展をみているものと
考えている。一方で、進捗状況の（２）で述
べた作業（継続中）の結果、策彦周良にかか
わる入明記とその関連史料については、予想
以上に豊かな内容と膨大な関連史料が得ら
れたため、史料そのものの整理と検討という
基礎的作業に追われ、その調査・研究成果は
いまだ概略しか公にすることができていな
い。この点が最終年度に果たすべき課題とし
て残されている。したがって、順調に進展し
ているが、当初の計画以上に進展していると
までは言えない程度の達成度であると判断
している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）現在までに進めている入明記及び関連
史料の電子データ化・原本との対校による良
質なテキストの作成を継続するとともに、得
られた知見のまとめの作業に着手する。策彦
周良にかかわる部分の知見をまとめ、しかる
べき場に発表することを優先課題とする。 
（２）室町政権および大内氏の日明関係への
関与の状況とその特質について、本研究で得
られた知見をまとめ、しかるべき場に発表す
る。 
以上２点に重点を置いて研究をすすめるこ
とで、本科研の研究目的を十分に達成できる
ようにする。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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③須田牧子、「『笑雲瑞訢入明記』の書誌的検
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